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どんな魔がさして巻頭言をお引き

受けすることになったのか．先輩諸

氏のそれは等しく皆格調高く，学会

の歴史を紐解き，長年の学問への研

鑚を語り，科学技術への貢献を謳っ

ている．読む者を引き込む中身の濃

さに溢れたそれらの文章を読みなが

ら何も持ち合わせず，入会 10 年に

満たない私は途方に暮れた．結局齢

50 歳を過ぎ何かを求めて異分野よ

りこの新天地に移り住んだ人間としてその何かを語る以外お

伝えできることはないのだと達観した．電子顕微鏡のどんな

魅力（魔力）に引き寄せられ越境したのかを．

特任教授として引き続き生理学研究所のお世話になってい

るが，一応 2011 年 3 月で約 40 年間の研究にピリオドを打っ

た．そのおり研究生活を振り返り，感じた事柄を内輪に配布

した退職記念誌にまとめた．ほとんどの会員諸氏の目に触れ

ていないその執筆の抜粋から始めることをお許し頂きたい．

『駒場の私の居室に年配の紳士が訪れたのは 1994 年の夏

だったように思う．生理学研究所所長の濱清先生であった．

1985 年頃私が東大病院内科医の豊岡照彦さんと行った生理

研共同研究，ラット心臓の医用 NMR 研究を覚えていて MRI
部門亘専任教授の後任を打診された．NMR つながりを意図

されてのことだったのだが，私の心はそこから離れていたの

で全く異なる研究構想を語った．低温電子顕微鏡による細胞

内の蛋白質構造解析とそれによる分子生理学である．後で分

かったのだが濱先生こそ神経解剖学に新風を吹き込んだ超高

圧電子顕微鏡の先達だったのである．その人に全くの素人が

電子顕微鏡の夢を語ったのだから，相当あきれられたであろ

う．私は多分心のうっ屈を先生に吐露したのである．そして

そのことを受け止めてくれたこと今は赤面とともに思いだ

す．しばらくして生理研の後任教授職へ応募のお誘いがあり，

MRI でなく電顕をおやりなさいの言葉があった．

（中略）

「科学の神」がいるとすれば研究者人生に 3 度くらいは微

笑んでくれるだろうか．これが最後で最大だと思われる微笑

みが私にそそがれたのは 1997 年 12 月東京から岡崎へ向かう

新幹線の中だった．電子顕微鏡の完全計測法「電子波の複素

観測」という天啓である．その顛末は光学技術誌 O plus E
誌上の連載第 1 回に譲るとして天啓後の浮遊感は忘れがた

い．世界の中で私だけが真理にたどりついたという浮遊感で

ある．きっと天才には何度もあの浮遊感が訪れるのだろう．

ガウスは自身の成果の世評に汲々としなかったと言われてい

る．もし天啓が彼に何度も訪れ大発見が続いたとすればその

報酬はあの浮遊感で充分だろう．そもそも世界から浮遊して

いる．世評からも当然遠くにいる．

位相差電子顕微鏡の開発は実はこの複素観測法実現の必要

に迫られて始まった．複素観測は電子の複素波動観測なので

実数部，虚数部の 2 つの観測が必要となる．それを通常観測と

位相差法観測の複素結合として実現するというのが複素観測

のアイデア，従って当時未完だった位相差法開発は避けて通

れない．幸運にも 1998 年 Radostin Danev がブルガリアから総

研大生理科学専攻の博士課程に入学し，開発はスムーズにス

タートできた．さらに幸運にも濱先生の後押しで導入された

300 kV 電顕において位相差法は予想をはるかに越える性能を

出したのである．しかしDanevと私両者にとっての beginner’s
luck であることはすぐに手痛いほど思い知らされた．50 年

近く不成功に終わらざるを得なかった位相差法開発の壁が

我々の前にも立ちはだかった．「位相板帯電問題」である．

玉ねぎの皮を一枚一枚はぐがごとき遅々とした技術開発の

連続だった．位相板は導電性炭素膜で作られるが，その表面

についた絶縁性ゴミが帯電を引き起こし位相板機能を駄目に

する．たった一枚の超薄膜炭素膜でできた位相板作製の過程

でゴミは種々の形で紛れこむ．玉ねぎの皮をむく作業が一応

の終わりを見たのは 2005 年であった．

現在位相板開発は進化上の放散期にある．炭素膜位相板以

外の様々な物理的アイデアが提案され百花繚乱状態．最終的

に何が生き残るのかは未知数である．世界で唯一帯電問題を

解決したとされるわれわれの炭素膜位相板ですら凍結生物試

料の観測過程で劣化が進むという次の難題を抱えている．複

素観測という高邁な完全計測法を掲げて出発したが，現実は

ミクロ，ナノ世界のゴミに悩まされる云わば環境問題にぶち

当たっている．何事においてもこの現実世界に完全解決はな

いのだと達観せざるを得ない．玉ねぎの皮に終わりはなく芯

には永遠に近づけないように思えるのだ．』

上記のエッセイ発表後約 1 年半，ようやく私達は玉ねぎの芯

に近づいたようだ．ゴミ問題解決の後には位相板材料である

非晶質炭素膜の物性問題が浮上した．帯電を急速中和する高

導電率でかつ電子線損傷耐性のある炭素材料が 50 年にわた

る難問解決の鍵を握っている．現在その解決に集中している．

2006 年初頭の本雑誌巻頭言の中で山科正平先生は次のよ

うに語っている．

『こうして見てくると，近未来には顕微鏡を中心に据えて

生物体を捉える状況が改めて創出され，人間にとって視覚が

最大の情報受容源である限り，どんな顕微鏡であるかは別と

しても，何らかの形で顕微鏡に依存しなければならないこと

は自明である．生命科学の根幹が顕微鏡というキーワードの

もとに収束される，そんな時代がくると見るべきだ．』

どこでも誰にでも簡単に使える位相差電子顕微鏡がその夢

をかなえてくれるよう祈るばかりである．
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